
．

云
ふ
人
は
趙
重
癒
ご
共
に
日
本
に
亡
命
し
把
者
で
、
學
才

が
あ
っ
て
交
筆
に
も
達
し
だ
人
で
あ
る
。
當
蒔
李
完
用
の

秘
書
役
を
勤
め
て
居
っ
て
、
趙
重
態
こ
も
極
く
親
密
な
聞

柄
で
在
っ
た
。
此
の
底
心
が
東
ゑ
に
居
つ
」
π
時
分
に
、
其

れ
は
胆
治
三
十
年
前
後
で
め
つ
だ
ら
う
。
私
は
星
亨
．
松

本
君
臨
な
ざ
、
一
駈
に
、
蛭
藻
の
政
治
面
校
で
講
師
を
し

て
居
つ
箆
事
が
あ
る
。
莫
の
時
に
私
が
各
國
の
政
治
制
度

を
講
演
し
だ
筆
記
を
講
義
録
に
連
載
し
セ
事
が
あ
っ
把
が

其
れ
を
爾
人
が
非
常
な
興
味
を
以
て
講
習
し
だ
ε
云
ふ
閥

係
か
ら
、
私
が
明
治
三
十
九
年
の
初
に
、
碇
星
公
ご
共
に

朝
鮮
に
行
っ
て
か
ら
以
來
、
私
を
懲
師
だ
こ
言
う
て
交
際

を
し
て
く
れ
π
○
其
の
閣
係
か
ら
李
人
影
は
時
々
私
の
宅

を
訪
問
し
泥
の
で
あ
る
。
初
は
別
段
使
命
を
以
て
來
π
ご

考
古
學
　
の

第
圏
章
　
硯

究

栞

第
四
懸
　
難
纂
　
韓
國
併
合
事
情
雑
録

も
思
は
な
か
っ
だ
の
で
め
る
が
、
李
人
植
は
非
常
に
沈
欝

な
容
色
を
以
て
、
「
實
は
今
日
ま
で
未
だ
曾
て
打
動
け
る
事

が
出
來
な
か
つ
π
や
う
な
重
大
な
事
件
に
戯
し
敷
を
請
は

ん
が
爲
に
夜
中
乍
ち
競
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
ご
云
ふ
前

置
の
後
に
、
大
廊
下
に
記
蓮
す
る
が
如
匙
問
答
を
交
換
し

π
の
で
あ
る
が
、
是
れ
は
一
期
の
私
談
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
け
れ
ご
も
、
賓
は
此
の
夢
人
植
は
首
相
李
完
用
の
旨

を
承
け
て
細
作
の
役
目
を
以
て
來
だ
の
で
あ
る
○
私
も
其

の
冒
を
諒
こ
し
て
自
分
一
己
の
意
見
で
無
く
、
寺
内
統
監

の
言
は
ん
ざ
す
る
慮
を
答
へ
柁
の
で
あ
る
か
ら
、
言
は
や

是
が
併
合
談
判
の
先
駆
こ
も
言
ふ
可
き
も
の
で
，
戦
璽
で

言
へ
ば
斥
候
載
こ
も
硯
る
曳
き
も
の
で
あ
る
。
特
に
詳
し

く
話
す
事
に
す
る
。

（
第
五
圓
）

丈
學
博
士

　
　
濱
　
　
田

陶
　
資
欝
の
整
理
．

　
　
　
　
第
繍
號

．
耕

作

五
七
ハ
五
七
）

ゆ
〆



　
　
　
第
四
爆
　
　
纂
雑
　
　
考
古
學
の
栞

　
　
　
ゆ
　
　
　
お
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

詠
唱
、
資
料
の
整
魏
登
愚
者
し
く
は
蒐
集
せ
る
各
踵
の

遣
物
は
、
之
に
後
章
遽
ぶ
る
が
如
き
保
存
法
を
加
べ
・
叉

泥
適
當
な
る
程
度
の
修
理
を
施
し
、
其
の
登
見
の
地
黙
位

置
共
存
の
歌
三
等
に
從
っ
て
各
一
群
こ
な
し
．
之
が
混
溶

を
避
く
了
し
。
世
間
往
々
遺
物
の
腫
類
に
依
り
、
骨
董
的

償
値
の
如
何
に
由
り
、
共
存
の
遺
物
を
分
嘱
し
て
顧
み
ざ

る
も
の
あ
り
○
是
れ
誤
ま
れ
る
の
太
し
き
も
の
こ
謂
ふ
可

し
。
何
者
此
の
共
存
の
選
物
の
種
類
を
詳
に
す
る
こ
ご
は

時
代
を
判
定
す
る
に
最
も
必
要
な
る
條
脅
な
る
こ
ご
後
に

浮
ぶ
る
が
働
き
を
以
て
な
参
。
此
際
完
全
な
る
遺
物
は
固

よ
り
、
十
…
器
破
片
の
如
き
も
最
も
重
要
な
る
意
義
を
有
す

る
も
の
な
れ
ば
、
，
決
し
て
之
を
粗
略
に
取
扱
ふ
可
か
ら
す

　
　
　
お
　
　
　
ゆ
　
み

五
二
、
諾
意
の
錐
3
9
學
者
親
ら
遺
跡
に
就
き
て
登
卜
し

π
る
活
物
に
於
て
は
，
其
の
必
滅
を
見
ざ
る
も
三
門
質
置

よ
り
聚
集
購
入
せ
る
も
の
に
於
い
て
、
吾
人
は
先
づ
遽
物

の
…
奥
鶴
を
鑑
別
す
る
の
要
あ
り
◎
直
な
る
土
器
等
に
は
荷

物
は
多
か
ら
ざ
る
も
、
便
格
貴
き
小
な
る
物
品
に
向
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
鴎
號
　
　
　
　
五
八
　
（
五
八
）

特
に
戒
心
を
要
す
。
傭
物
に
は
全
く
新
規
に
製
作
せ
る
も

の
こ
監
物
を
模
し
だ
る
も
の
こ
あ
り
。
後
者
は
其
の
色
澤

輕
重
形
式
の
精
確
ご
模
糊
た
る
等
の
諸
織
よ
り
麿
回
す
可

く
、
而
も
模
作
た
る
こ
ご
を
明
に
す
れ
ば
、
尊
重
上
の
儂

値
全
く
無
き
に
乱
す
。
前
者
は
之
に
反
し
て
多
く
無
學
な

る
工
匠
の
造
る
研
に
し
て
、
李
素
翼
物
の
性
状
を
熟
知
す

な
も
の
は
大
抵
之
を
察
す
る
に
難
か
ら
す
。
如
何
に
巧
妙

な
る
彫
物
ご
難
、
何
者
に
か
辻
稜
の
合
は
鍛
庭
め
り
・
之

冷
熟
覧
す
る
に
從
っ
て
其
間
に
不
合
理
な
る
諸
県
の
存
す

る
を
看
破
す
る
を
得
可
し
。
又
た
鉱
物
の
一
種
に
憂
造
な

る
も
の
あ
り
。
こ
は
興
に
古
き
物
品
の
一
部
に
煎
引
し
、

故
意
に
原
然
を
攣
じ
だ
る
も
の
を
云
ふ
．
例
へ
ば
古
碑
の

吠
面
に
銘
文
を
加
刻
し
、
歓
損
せ
る
物
品
乞
修
輔
し
て
完

形
の
如
か
ら
し
む
る
の
類
こ
れ
な
り
。
此
種
の
も
の
亦
仔

細
に
槻
察
す
れ
ば
、
其
の
攣
造
の
部
分
を
藻
塩
す
る
こ
ご

塾
し
も
難
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
○

　
　
　
み
　
ゅ
　
ず
　
ミ
　
ず

五
三
、
鑑
識
の
要
領
　
要
す
る
に
翼
傭
の
鑑
別
ば
其
の
物



．

品
の
傳
黒
歯
緒
を
究
め
、
製
作
の
献
態
を
精
査
し
、
之
を

既
諦
の
眞
物
ご
照
合
し
、
其
の
零
物
だ
る
事
件
に
一
々
協

　
へ
る
や
否
や
を
瞼
す
る
に
あ
り
。
古
器
物
等
の
簡
軍
な
る
’

も
の
よ
り
、
・
書
書
等
の
美
術
品
に
至
る
迄
、
其
の
要
領
こ

す
る
庭
は
一
な
り
。
但
し
鑑
識
の
事
は
軍
へ
に
天
賦
の
能

力
ご
熟
練
に
挨
つ
こ
ご
多
く
、
智
識
の
多
少
に
相
興
せ
ざ

る
こ
ご
少
な
か
ら
ず
○
天
賦
熟
思
の
士
は
鑑
識
の
瞬
間
之

ご
比
軟
照
合
す
可
き
範
騰
例
品
忽
に
実
着
に
現
出
し
、
殆

ざ
薩
塁
的
に
之
を
判
ず
る
に
至
る
。
之
を
雷
論
に
よ
り
て

説
嗣
す
る
こ
ご
困
難
な
る
傷
合
多
し
．
こ
な
す
○

　
欧
洲
に
於
い
て
強
暴
成
ほ
好
奇
心
を
以
て
葉
物
を
造
れ
る
も
の
あ
り
、
臓
ハ

　
他
著
名
の
欝
物
に
慨
し
て
は
ζ
瓢
5
『
。
M
掛
噌
。
｝
囲
ρ
ゆ
。
δ
鵯
勲
舅
p
一
ω
①
｝
げ
三
、
一
【
一
，

　
　
ξ
（
6
0
い
）
に
短
白
き
記
宴
あ
り
。
支
那
語
銅
器
の
堅
物
製
作
法
を
雛

　
　
也
る
も
の
に
「
鐵
綱
珊
瑚
」
等
あ
り
、
艦
識
の
謬
考
“
」
す
る
に
足
ろ
。
吾
人

副　
　
は
常
に
周
幽
に
蝟
集
す
ろ
傭
物
に
戒
心
マ
る
ε
園
時
に
、
絵
り
に
藝
疑
的

　
　
に
照
る
可
か
ら
す
。
大
英
薄
物
館
が
「
ヒ
、
タ
イ
ト
」
の
貴
並
な
る
慧
物
弓
舞
圏

　
搾
9
ム
p
髪
）
。
。
の
銀
製
品
を
永
久
に
逸
し
去
纏
れ
う
が
如
者
は
其
の
一
例
焦

　
り
。
筆
見
の
も
の
ミ
し
て
自
己
の
艦
識
F
迷
ふ
も
の
に
宜
し
く
暴
爾
不
明

第
四
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
考
婁
學
の
栞

　
の
も
の
、
、
こ
て
轟
く
之
を
存
こ
麗
く
可
こ
。
あ
ら
ゆ
る
古
物
に
向
っ
て
翼

　
翻
を
立
う
に
脇
ぜ
ざ
れ
ば
盛
者
の
威
雄
に
曝
す
奪
恵
惟
す
る
が
如
黛
に

　
笑
ふ
可
き
虚
飾
ε
言
ふ
可
・
し
。

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
す
　
み
　
ゆ

五
四
、
遣
物
の
等
級
　
然
り
ご
錐
智
識
の
事
固
よ
り
十
全

を
期
し
○
故
に
學
者
は
學
術
的
磯
掘
に
よ
り
て
獲
π
る
遣

物
ご
、
他
の
聚
集
解
こ
の
間
に
嚴
重
な
る
差
別
を
設
け
、

後
者
は
翠
に
研
究
の
盤
考
こ
し
て
の
み
之
を
使
用
す
る
を

要
す
。
若
し
之
を
混
結
し
て
明
に
せ
ざ
る
に
於
い
て
は
、

其
の
研
究
の
結
果
は
全
然
青
螺
的
儂
確
を
失
ふ
に
至
る
こ

ご
、
正
確
な
る
文
書
記
録
ご
稗
更
小
説
ご
を
共
に
同
…
贋

値
の
剛
強
こ
し
て
取
扱
へ
る
歴
史
家
ご
同
一
般
な
も
今

ま
此
の
瀦
よ
り
考
古
學
的
資
料
を
馬
別
し
て
、
其
の
學
衛

的
債
値
に
細
き
等
級
を
附
す
る
こ
ご
次
の
知
し
〇

　
　
一
、
第
一
等
遣
物
　
考
古
學
者
臼
ら
援
潔
し
、
螢
掘

　
　
　
　
の
地
口
状
態
共
存
遺
物
の
朋
な
る
も
の

　
　
二
、
第
二
等
遺
物
登
見
地
朋
確
な
み
も
其
他
不
明

　
　
　
　
の
も
の

・
第
一
盤

五
九
（
五
九
）



　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
宵
攣
の
葉

　
　
三
、
第
三
等
逡
物
薮
見
地
不
明
な
る
も
眞
物
な
る

　
　
　
　
こ
ご
疑
な
き
も
の

　
　
閥
、
第
四
等
遣
物
箕
欝
不
明
な
る
も
の

　
　
　
　
翼
　
遣
物
の
『
集
成
』

　
　
　
ゆ
　
ぷ
　
　
ヨ
　
　
よ
　
ホ

五
五
、
『
集
盛
の
必
要
考
右
學
的
資
料
の
根
本
的
整
理

は
遺
物
の
翼
成
置
○
。
誓
・
・
）
を
作
成
ず
る
に
在
り
。
而

か
も
從
察
の
學
画
意
を
暖
雨
に
用
み
る
も
の
少
一
・
吾
人

は
新
し
く
登
見
せ
る
難
物
が
從
來
螢
見
せ
ら
れ
た
る
嗣
種

の
も
の
な
り
や
、
将
π
全
く
類
を
異
に
す
る
も
の
な
り
ゃ

算
萌
に
す
る
・
方
ウ
て
、
白
油
な
る
三
郎
ご
照
合
ご
を

触
嚢
な
罷
る
こ
ご
、
恰
も
完
全
な
る
穏
録
を
有
ゼ
ざ
る

大
隠
羅
に
塗
、
の
思
あ
る
を
禁
燐
ざ
る
も
の
あ
一
。
而

力
も
年
々
歳
々
増
加
し
石
一
二
物
は
其
の
撒
莫
大
に
し
て

此
の
集
戒
を
作
成
し
、
完
全
な
券
類
的
爵
録
（
穿
舞
‘

。
戦
ご
　
を
作
・
⇔
に
嘱
す
ん
ば
、
將
來
學
君
の
研
究
は
徒
に

無
用
な
、
。
勢
力
を
、
照
合
比
較
す
可
き
暁
襲
見
の
燈
物
を

槍
出
て
る
に
塞
費
せ
ら
る
差
至
る
可
し
・

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
聴
聯
．
　
　
　
　
　
山
ハ
0
　
　
（
一
ハ
（
）
）

　
　
　
お
　
ゆ
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

五
六
、
『
集
成
』
の
一
例
佛
の
サ
ル
モ
ン
、
レ
ナ
ッ
ク
馬

（
o
晦
巴
ヨ
9
副
箔
ゆ
ぎ
8
プ
）
の
編
に
係
る
、
．
ζ
弩
ぎ
、
・
蓬
題

し
セ
る
圖
入
分
類
昌
鎌
は
、
一
種
の
『
集
成
』
こ
し
て
最
も

見
る
旧
き
も
の
に
鵬
す
◎
氏
は
孟
春
器
時
代
彫
刻
絡
竃
よ

り
，
希
臆
羅
馬
彫
刻
．
希
臓
彩
絡
土
器
等
に
關
し
て
之
を

試
み
、
吾
人
は
新
機
見
の
配
物
に
就
き
て
、
直
ち
に
其
の

形
式
の
類
同
差
異
を
乱
書
に
よ
ρ
て
槍
齢
し
得
賦
し
。
叉

だ
ぺ
・
，
り
一
回
目
が
埃
及
有
史
以
前
の
士
器
に
試
み
た
る

『
集
成
』
ご
其
の
分
類
は
吾
人
の
墾
回
し
す
る
に
足
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ス

ご
謂
ふ
急
く
、
敷
授
は
先
づ
凡
て
の
士
民
を
九
顧
に
分
ち

之
に
お
K
F
N
等
の
大
文
字
を
附
せ
り
Q
例
へ
ば
君
は

些
m
一
。
犀
聖
δ
○
辱
－
α
3
幕
蔓
・
R
は
　
搾
三
副
吟
鞭
。
a
｛
、
o
葺
蔓

を
意
議
す
る
が
如
聾
．
次
に
此
の
餐
種
を
T
ε
に
至
る

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
で
フ

数
薯
礪
て
募
形
式
淫
乱
琳
の
如
一
し
、
更
暴

の
鍵
種
を
示
す
に
・
b
・
等
の
小
文
字
を
以
て
せ
う
。
勘

く
て
例
へ
ば
π
ぴ
ω
。
ご
、
㌶
へ
ば
客
。
r
屯
ゲ
麺
8
伽
士
器
⑳
第

六
十
…
瓢
形
式
。
選
書
な
る
を
知
る
噛
し
Q
斯
甲
の
如
き
分
類



9

集
成
は
之
に
附
随
せ
る
圃
影
ご
相
挨
ち
て
、
新
早
見
の
土

器
の
形
式
的
位
澱
を
立
ち
に
解
決
す
る
を
得
し
む
。

　
此
の
形
式
の
分
類
は
皿
の
如
く
聡
き
れ
る
も
の
を
先
芝
・
し
、
冠
り
如
ζ
ソ

　
瀞
み
れ
う
も
の
を
後
¢
す
，
数
寧
は
螂
す
し
も
患
緻
ゼ
す
。
形
式
の
差
異

　
糖
し
き
時
は
中
日
を
鋏
落
む
暇
さ
て
勝
來
の
補
入
に
侯
つ
。
こ
れ
最
も
注

　
喫
す
可
善
導
謀
り
芒
す
。
斯
く
て
ペ
ト
リ
…
氏
に
挨
及
有
史
以
前
土
器
に
、

　
於
い
て
形
式
愚
心
夕
合
し
て
約
一
千
の
分
類
を
な
ぜ
り
夕
（
℃
¢
三
〇
v
－
累
9
σ
q
，

　
鼠
a
一
）
δ
着
。
に
ω
｝
．
碧
く
2
鑑
・
・
夢
。
（
［
①
欝
≧
ヨ
㎝
●
娼
・
掲
轟
）

五
七
、
歓
洲
に
於
い
て
も
此
の
『
集
成
い
若
し
く
は
圓
入
分

類
自
録
の
考
古
學
的
資
料
に
試
み
ら
れ
た
る
は
、
遺
物
の

灘
類
の
｛
小
部
分
に
限
ら
れ
π
リ
ゥ
前
翫
レ
ナ
ッ
ク
民
及

ペ
ト
ヲ
ー
氏
め
も
の
を
除
き
て
他
に
未
だ
其
の
例
を
見
る

こ
ご
少
し
　
我
國
に
於
い
て
學
者
の
石
器
土
器
等
の
形
式

分
類
を
試
み
し
も
の
謁
し
も
無
き
に
非
ざ
る
も
、
其
の
臼

的
こ
す
る
所
、
露
座
自
説
の
螢
表
に
利
用
す
る
に
過
ぎ
す

し
て
、
永
久
的
に
考
古
學
酌
資
料
の
整
頓
を
欝
的
こ
す
る

に
非
ざ
る
な
り
む
吾
人
は
少
く
こ
も
観
部
士
器
彌
生
式
士

器
縄
紋
土
器
等
の
『
集
成
』
ご
『
事
事
目
録
』
を
作
課
し
て
、

第
鶴
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

考
古
學
的
研
究
の
基
礎
的
事
業
に
資
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。

學
看
徒
に
未
熟
な
る
捲
説
の
提
供
に
急
に
し
て
此
種
の
努

力
に
意
を
用
ゐ
ざ
る
は
慨
す
遷
し
ご
な
す
O

　
　
　
　
糊
轟
　
層
櫨
學
酌
及
土
俗
露
悪
鞭
究

　
　
　
み
　
お
　
ぼ
　
き
　
ぼ
　
き

五
八
，
履
悦
學
的
研
究
　
遺
物
の
『
集
成
』
ご
『
分
類
目
録
』

の
作
成
ご
は
考
古
學
酌
資
料
の
根
本
的
整
狸
な
る
が
、
考

古
學
者
は
此
の
資
料
を
言
意
し
て
研
究
を
な
す
に
方
ヶ
て

用
み
る
根
本
的
方
法
凡
そ
三
あ
り
。
層
位
學
的
方
法
、
土

俗
學
的
方
法
及
び
型
式
七
難
方
法
是
な
り
◎
就
申
最
も
軍

事
に
し
τ
基
礎
的
の
も
の
は
層
位
學
的
方
法
（
離
開
σ
・
・
甲

喜
冨
；
蜀
8
偏
）
こ
な
す
。
こ
れ
は
慰
物
の
登
見
せ
ら
る

る
層
位
に
よ
り
、
其
の
上
下
の
關
係
よ
り
し
て
、
該
地
層

が
後
世
撹
織
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
は
、
同
一
地
識
に
於
て
は

下
層
の
も
の
上
層
の
も
の
よ
り
古
く
．
、
、
異
り
托
乃
地
鮎
に

於
い
て
も
、
同
性
質
の
暦
位
よ
り
磯
見
す
る
競
物
は
略
ぽ

同
一
古
さ
を
有
す
る
も
の
な
り
こ
す
る
誓
言
を
言
ふ
O
こ

れ
選
物
の
概
か
れ
π
る
地
表
以
上
に
漸
次
土
壊
其
他
を
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
が
　
一
　
號
　
　
　
　
　
山
脚
一
　
（
山
ハ
一
）



▼

物

　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
・
纂
　
　
考
古
攣
の
粟

成
し
、
時
代
の
纏
過
大
な
る
に
從
ひ
、
其
の
厚
さ
を
増
す

の
事
實
を
基
礎
こ
す
○
但
し
層
位
の
深
さ
は
常
に
岡
一
年

腱
」
を
意
味
す
る
も
の
に
非
す
◎
後
世
撹
卸
の
有
無
を
注
意

す
る
こ
ご
最
も
解
要
な
り
こ
す
。

　
此
麗
に
厨
糊
暦
位
ご
は
塊
生
彩
上
の
地
屠
（
㏄
嘗
p
雰
）
の
義
に
暮
す
〇
一
の

　
沖
積
層
中
に
於
い
て
も
多
少
弓
造
を
異
に
す
る
霧
合
は
、
悉
く
之
を
崩
箇

　
の
贋
（
写
団
8
に
在
嚇
ミ
云
ふ
。
例
へ
ば
羅
馬
の
7
オ
．
ル
ム
の
O
o
p
二
N
δ
の

　
地
銚
に
於
い
て
は
地
表
下
四
諦
突
問
に
約
廿
ξ
の
異
れ
る
連
類
あ
り
。
最

　
游
～
櫛
占
見
時
ら
れ
疑
る
越
漁
・
張
伊
見
の
楢
…
偲
穴
に
r
於
ゼ
て
帥
μ
約
山
砦
M
燈
、
松
↑
島
宮
減
ハ

　
島
の
前
論
に
．
在
議
リ
イ
、
は
絢
十
・
贋
を
数
ふ
畔
円
・
し
亡
調
へ
噂
、
）
斯
酬
の
加
μ
ζ
層
土

　
の
講
遣
を
明
に
斑
那
・
し
錘
ろ
遽
跡
に
於
好
ろ
慧
物
ほ
、
其
の
無
古
の
關
係

　
を
最
も
明
瞭
に
認
識
・
し
得
可
く
、
斯
學
上
最
も
有
益
な
る
も
の
ミ
瓢
ふ
可

　
し
◎

　
　
　
　
ま
　
ま
　
ゆ
　
み
　
を
　
ゆ

五
九
や
土
俗
學
的
方
法
　
即
ち
禦
ぎ
。
σ
q
↓
巷
窪
。
」
罎
。
片
浜
。
傷

ご
稽
す
る
も
の
に
し
て
、
同
一
境
遇
に
あ
る
人
類
、
同
、
一

目
化
の
程
度
に
め
る
人
類
は
、
類
似
若
し
く
は
三
一
の
精

衛
を
有
し
、
著
し
．
く
は
器
具
を
有
す
ご
の
原
則
に
よ
る
研

究
方
法
を
云
ふ
○
吾
人
は
古
代
の
機
物
に
於
い
て
其
の
用

緊

第
一
號

六
二
　
　
（
山
ハ
ニ
）

途
不
朋
な
る
も
の
は
現
今
同
一
文
化
程
度
に
あ
る
民
族
間

に
於
け
る
土
窯
中
に
其
の
思
考
資
料
を
予
見
し
、
之
が
解

騨
の
鍵
鎗
を
登
見
す
可
く
、
岡
一
器
具
技
術
を
有
す
る
現

存
民
族
に
於
い
て
其
の
二
者
的
生
活
の
業
際
を
髪
髭
す
る

を
得
蒸
し
。
又
同
調
民
族
に
於
い
て
も
、
一
地
方
に
於
い

て
既
に
絶
滅
せ
る
器
具
或
は
其
用
達
が
、
他
の
地
方
に
残

留
す
る
蕩
合
あ
り
。
此
等
を
墾
考
し
て
研
究
す
る
の
方
法

は
皆
な
土
俗
霊
的
あ
法
に
厩
す
。
吾
人
は
此
の
方
法
の
癒

用
に
於
い
て
人
顛
學
土
俗
學
上
の
智
識
及
其
の
脇
力
に
挨

つ
こ
ざ
最
も
大
な
る
を
見
る
◎

　
例
へ
ば
我
か
古
墳
頚
一
見
の
・
勾
玉
の
起
源
を
、
現
今
豪
開
墾
繋
の
一
民
族
間
に
冒

　
於
け
る
独
磯
の
際
の
風
習
よ
り
、
之
や
獣
牙
獣
歯
に
嚢
す
建
す
る
が
如
憲

　
気
象
古
代
石
器
の
製
作
方
法
を
現
今
の
野
景
餅
壷
中
に
澱
存
す
る
も
の
よ

　
男
之
を
研
究
で
る
が
如
き
乾
れ
な
q
o
特
に
北
二
合
衆
嫡
の
學
港
に
亜
米

　
別
加
即
下
人
の
土
俗
を
研
究
む
て
、
考
宵
墨
上
の
研
究
F
資
ぜ
る
も
の
多

　
し
ミ
な
す
。
戯
の
鮎
に
於
い
て
現
代
の
野
三
人
は
『
現
代
に
於
け
ろ
古
代

　
撮
族
臨
に
外
な
ら
す
○
双
れ
一
地
方
に
古
代
の
技
箭
の
強
論
調
る
例
艮
、

　
古
代
土
．
器
製
作
衝
が
祭
器
の
製
作
法
寧
し
て
近
く
凶
漁
業
曝
村
旙
教
F

，



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
痩
存
也
し
が
如
き
そ
の
一
な
り
。

　
　
　
　
縫
　
型
式
學
曲
方
法
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
ま
　
み
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

↓ハ

宦
A
型
一
式
學
登
山
力
法
薯
ご
は
轟
剛
遽
の
層
位
學
的
方
法
に

よ
り
時
代
の
先
後
を
決
定
す
る
こ
ご
能
は
ざ
る
際
に
用
み

る
方
法
に
し
て
、
凡
て
人
類
の
製
作
品
は
生
物
界
の
現
象

ご
同
じ
く
，
一
の
新
型
式
は
必
ず
や
古
き
型
式
よ
ザ
墾
化

し
撮
れ
る
も
の
に
し
て
、
年
月
ご
共
に
軍
簡
自
然
的
の
も

の
よ
り
複
離
籍
爲
的
の
も
の
こ
な
る
ご
云
ふ
進
化
論
的
原

則
よ
ち
遵
法
す
る
も
の
な
り
。
此
の
方
法
に
よ
り
吾
人
は

一
の
型
式
ご
他
の
型
式
こ
の
先
後
を
相
鮒
的
に
推
定
す
る

磁
こ
ご
を
得
、
固
よ
り
型
式
の
螢
展
は
物
舶
の
種
類
に
よ
り

其
の
遅
速
を
異
に
し
、
或
は
時
に
退
歩
堕
落
の
傾
向
を
取

る
こ
ご
あ
る
も
、
大
艘
に
於
い
て
此
の
原
則
に
よ
り
て
支

．
f
配
せ
ら
る
》
を
通
則
こ
な
す
。
角
〉
、
覧
・
σ
q
闘
。
巴
寓
§
。
」
）

　
　
　
を
　
　
　
サ
　
き
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
ま

六
一
、
原
型
式
ご
ル
ヂ
メ
ン
㍗
型
　
型
式
の
最
簡
最
古
な

る
も
の
を
製
し
て
原
型
式
（
寄
0
8
σ
、
℃
e
ご
名
く
。
時
に

新
し
き
型
式
に
却
て
簡
軍
な
る
が
如
く
見
ゆ
る
も
の
あ
る

　
　
　
も
第
四
懸
　
　
雑
　
灘
　
　
滲
古
學
の
栞
．

も
そ
は
外
見
に
止
り
根
本
的
の
も
の
に
非
す
。
乃
ち
簡
軍

ド．

ｵ
て
自
然
的
な
る
型
践
は
古
く
、
複
難
に
し
て
人
霧
的

な
る
も
の
は
新
し
ε
な
す
○
叉
型
式
登
違
の
順
序
先
後
を
，

定
む
る
に
際
し
て
注
意
す
可
き
は
、
博
物
顕
者
が
生
物
の

形
態
に
認
む
る
所
の
所
謂
ル
ヂ
メ
ン
ト
型
（
カ
．
暮
、
｝
。
一
、
ぼ
満
一

8
・
旨
）
を
　
倉
見
す
る
こ
ご
蒸
れ
な
り
。
是
は
嘗
て
は
μ
の

フ
ワ
ソ
ク
シ
ヨ
ソ

機
　
能
を
有
せ
し
部
分
が
．
墜
ち
其
の
意
義
を
失
ひ
て
唯

だ
痕
　
を
止
む
る
も
の
を
云
ふ
。
而
し
て
一
の
叢
物
の
都

下
に
於
い
て
此
の
ル
ヂ
メ
ン
ド
型
を
存
す
る
も
の
は
、
其

の
需
用
を
な
せ
る
部
分
を
有
す
る
も
の
よ
り
も
後
型
に
回

し
、
同
じ
く
ル
ヂ
メ
ン
ト
型
に
於
い
て
も
、
其
の
簡
軍
型

式
に
な
れ
る
も
の
程
新
型
式
に
属
す
る
を
見
る
Q
即
ち
此

の
川
ヂ
メ
ン
ト
式
の
研
究
は
形
式
の
退
歩
逆
行
的
過
程
の

「
研
究
に
他
な
ら
す
。

　
倒
へ
げ
匹
既
部
十
｝
器
の
握
瓶
円
環
葺
の
も
の
’
は
【
三
田
川
を
な
征
る
部
分
な
る
も

　
鈎
茸
よ
り
更
に
｛
瘤
茸
に
釜
り
て
は
ル
ヂ
メ
、
ン
ト
型
ミ
・
し
て
存
す
ろ
の
み
。

　
ハ
高
橋
氏
蓼
古
攣
、
七
八
頁
参
照
）
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
一
躍
　
　
　
　
　
山
ハ
哺
二
　
（
山
ハ
三
）



第
四
答
　
　
雑
　
纂
　
　
蓼
古
墨
・
の
栞

　
　
　
ゆ
　
み
　
お
　
　

六
二
、
共
存
關
係
　
一
一
物
の
新
古
を
型
式
學
的
に
順
序

す
る
も
、
此
の
論
定
は
未
だ
安
全
な
り
ご
云
ふ
を
得
す
。

該
選
物
ご
共
存
（
∩
o
ゐ
嵐
ω
冨
言
Φ
）
す
る
他
の
丁
丁
の
型
式

學
的
順
序
が
之
ど
並
行
す
る
こ
ご
多
数
な
る
に
從
っ
て
、

漸
く
安
全
性
を
塔
卸
す
可
し
。
又
陀
或
種
の
遽
物
は
型
式

的
順
序
を
立
し
難
き
も
，
射
れ
ご
共
存
す
る
・
遺
物
に
鎧
い

．
て
、
之
を
設
定
し
得
可
き
場
合
に
於
い
て
は
、
此
の
並
行

事
實
（
証
藍
同
。
鼻
翼
　
に
よ
り
て
薪
古
の
順
序
を
推
定
し

得
面
し
。
即
ち
一
種
の
遣
物
A
お
等
の
型
式
が
他
の
種
の

遣
物
の
型
式
a
b
等
ご

。D

M
意
蹟
鋤
館
遺
子

の
瘍
合
の
如
く
錯
落
な
き
並
行
を
重
澱
る
こ
ご
数
多
き
に

從
っ
て
其
の
確
賓
を
増
す
。
モ
ン
タ
リ
ウ
ス
氏
は
此
の
並

行
信
教
が
軍
に
一
度
な
る
時
は
是
れ
尊
台
（
》
乱
・
二
紳
§
σ
q
）

に
過
ざ
壷
、
三
十
回
に
近
く
し
て
確
實
に
近
づ
き
（
≦
斜
ξ

第
一
號

六
四
　
（山

n
賜
）

・
・
莚
盛
。
ε
そ
れ
以
上
に
至
れ
ば
確
實
（
Ω
9
嘉
・
蜀
ご

云
ふ
を
得
べ
し
ご
せ
9
。
若
し
此
の
、
並
行
に
於
い
て

ご

の
如
き
適
適
あ
ら
ば
，
其
の
何
れ
か
の
型
式
順
序
の
設
定

に
誤
謬
あ
る
を
示
す
も
の
な
り
。

　
モ
ジ
テ
リ
ウ
ス
氏
ほ
共
の
潜
U
幽
・
ζ
ぎ
・
℃
。
ユ
。
鼠
。
昌
ぎ
○
円
一
⑦
・
、
；
乙

　
¢
影
。
℃
p
（
ぢ
£
）
に
於
い
て
此
の
型
式
食
通
研
究
法
を
詳
論
し
、
伊
太
別

　
色
見
の
留
南
瓦
斧
等
を
面
識
煙
り
。
大
に
塗
考
に
資
す
恥
し
。
叉
れ
此
り

　
研
究
を
紋
帳
F
嶽
用
ゼ
る
も
の
ド
0
3
身
窪
噌
氏
の
○
養
箋
難
触
。
h
夢
。

　
謄
9
藷
μ
G
。
覧
）
あ
り
〇

六
三
、
型
式
學
的
研
究
は
器
物
の
形
式
模
様
等
の
軍
簡
な

る
も
の
に
於
い
て
其
の
研
究
最
も
容
易
に
し
て
且
つ
適
切

な
る
も
、
美
術
的
作
品
の
襟
式
に
至
り
て
は
作
者
の
個
人

性
任
国
の
要
素
茄
は
り
，
之
が
研
究
困
難
複
雑
を
加
ふ
る
マ

を
見
る
。
要
す
る
に
人
類
は
凡
て
の
者
に
於
い
て
突
然
一

の
新
型
式
を
作
る
こ
ご
能
は
す
◎
必
ず
や
一
の
型
式
は
他

驚



の
型
式
よ
り
登
期
限
化
し
儲
れ
る
も
の
な
る
こ
ご
、
他
の
ら
る
、
も
の
な
る
を
知
る
存
し
。
型
式
學
の
方
法
も
畢
覚

生
物
界
の
諸
現
象
ご
同
じ
一
、
進
化
論
の
原
則
に
支
配
せ
　
此
の
進
化
の
大
原
則
の
入
用
の
一
端
の
み
○
（
此
章
未
完
）

欧
洲
西
部
職
瘍
の
地
理
観
・

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
五
年
に
亘
つ
だ
世
．
界
戦
事
は
彌
濁
逸
の
降
伏
に
等
し
き

休
載
欝
欝
に
よ
っ
て
絡
結
し
だ
○
其
の
突
螢
の
初
に
當
っ

て
我
々
の
交
戦
國
の
國
士
人
口
資
力
に
よ
っ
て
打
算
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ラ
ソ
ス

我
が
聯
合
論
叢
の
勝
利
を
得
べ
き
罐
衡
は
綿
甲
填
雨
國
の

悪
辣
な
る
手
段
に
よ
っ
て
顛
覆
さ
れ
ん
こ
し
に
が
、
絡
に

陸
上
及
び
海
上
に
於
て
揮
う
だ
暴
力
が
自
か
ら
を
回
し
て

載
敗
者
こ
し
て
屈
服
す
る
の
已
む
な
き
窮
境
に
陥
つ
π
。

是
は
濁
逸
話
民
ε
し
て
は
支
那
入
の
所
謂
天
道
還
る
を
好

む
ご
い
ひ
、
己
に
出
だ
る
も
の
は
己
に
還
る
こ
い
ふ
悲
惨

な
判
決
に
服
毒
し
把
も
の
で
、
暴
力
に
翻
す
る
正
義
の
勝

第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
洲
薦
部
職
瘍
の
地
理
魏

理
學
博
士

小

川

琢

治

利
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
之
を
戦
場
に
就
い
て
槻
れ
ば
、
戦
局
の
初
期
に
於
て
臼

新
型
國
に
跨
る
西
部
載
線
ご
、
東
灘
漏
士
波
蘭
及
び
ガ
フ
・

シ
ァ
載
線
及
び
塞
二
黒
西
載
線
の
東
部
爾
戦
線
か
ら
成
り

伊
太
利
の
宣
戦
に
よ
っ
て
北
伊
太
利
の
南
孫
戦
線
が
附
加

へ
ら
れ
、
更
に
勃
俄
利
亜
、
土
耳
其
、
希
臓
　
絶
ソ
タ
子

グ
ロ
ー
総
軍
の
加
入
に
よ
っ
て
バ
ル
カ
ン
豊
島
は
凱
麻
の

如
く
入
り
織
れ
て
戦
つ
だ
◎
然
る
に
英
國
の
ガ
リ
ボ
リ
宇

島
及
び
バ
グ
ダ
ッ
ト
遽
征
途
の
敗
戦
、
露
國
の
敗
績
、
羅

馬
尼
の
塞
加
ご
潰
敗
，
塞
耳
底
の
全
土
喪
失
翻
意
寓
し
て

第
一
號

六
五
　
　
（
六
一
乱
）


